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国・地域の発展に寄与するILCまちづくり
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東北ILC事業推進センター、岩手大学及び企業による
2025年度共同研究
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【目的】
• 既存の研究学園都市のまちづくり事例から、ILC誘致後のまちづくりの参考とする。
【調査対象】
• 播磨科学公園都市 Spring8（大型放射光施設）：

 1997.10供用開始。周辺には関連施設のほか、兵庫県立大学、光都プラザ（生活利便施
設） など、まちづくり事例として参考となる施設もあり

【日程】
2026/1/16金

【参加メンバー】
１５名

番号 ご氏名 ご所属（会社名等）
1 栃木秀典 パシフィックコンサルタンツ（株）
2 浅沼寿和 三井共同建設コンサルタント（株）
3 澤井淳司 三井住友建設（株）
4 滝沢信一 （株）近藤設備
5 高橋雄志 （株）復建技術コンサルタント
6 五十嵐徹也 （株）復建技術コンサルタント
7 平井貞義 東急不動産（株）
8 高井洋志 （株）福山コンサルタント
9 川端康夫 株式会社エムシーエム

10 上田里絵 NTTアーバンソリューションズ総合研究所
11 武内邦文 （株）大林組
12 羽鳥航平 NTTアーバンソリューションズ総合研究所
13 山岸広祐 NTTアーバンソリューションズ総合研究所
14 高橋 尉 いわて産業振興センター産学連携部
15 晴山 睦 いわて産業振興センター産学連携部
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【SPring8：ILCとの比較 ①】
項目 SPring-8 ILC

施設種別 放射光施設 素粒子衝突型加速器

研究対象 物質・材料・生命・化学 素粒子（ヒッグス粒子等）

研究スタイル 多分野・多目的 単一テーマ集中型

利用形態 多数の研究者が並行利用 国際大型共同研究

出典：SPring8施設概要HP
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【SPring8：ILCとの比較 ②研究期間の長さ】
観点 SPring-8 ILC

１テーマあたりの研究期間 数日～数年 数十年規模

成果創出のスピード 比較的速い 非常に長期

研究の更新頻度 高い（テーマ入替） 低い（同一目的を継続）

キャリアとの関係 短中期成果が出しやすい 一世代単位の研究

出典：SPring8施設概要HP
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【SPring8：ILCとの比較 ③研究目的と時間軸】
項目 SPring-8 ILC

目的 「物質を詳しく知る」 「自然の根本法則を知る」

研究時間軸 短期〜中期 超長期

成果の性質 応用・実用に直結 基礎原理の確立

社会実装 近い 遠い（間接的）

出典：SPring8施設概要HP
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【訪問場所：SPring8】
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【訪問場所：オプトピア】
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1) 事業概要
新宮町(現たつの市)、三日月町(現佐用町)、上郡町の３市町域にまたがる県南西

部丘陵地を、西播磨テクノポリス計画の中核都市として造成した国際的な科学公
園都市。

2）経緯
S45~ 民間企業が2,000haのﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ都市開発を計画し、同社による用地取得を新宮､三日

月､上郡3町(当時) が協力
S52 ｵｲﾙｼｮｯｸにより同社が計画を中止。3町が県に支援要請し、県は西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ計画

(4市10町)の中核都市として検討着手
S56 西播磨地域が国の｢ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ基本構想｣策定地域に選定される。
S57 西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ基本構想を策定（県企画部）
S58 播磨科学公園都市基本計画（全体3工区2,200ha）を策定（県企画部）
S59 第1工区の用地取得・建設を企業庁が所管
S61 第1工区に建設着手

第2･3工区(1,050ha)を､県(企画部･企業庁)が土地開発公社へ用地の先行取得を依頼
H2 矢野･小犬丸地区(399ha)を､企画部が土地開発公社へ用地の先行取得を依頼
H3 西播磨ﾃｸﾉﾎﾟﾘｽ開発計画の総合推進を、企画部から企業庁に移管

       H4     第1工区の産業用地分譲を開始(建設着手7年後)
       H7     第1工区の戸建住宅分譲を開始(建設着手10年後)
       H9    大型放射光施設（SPring- 8）の供用開始(建設着手12年後)。まちびらき記念式典開催

H11 第2･3工区用地及び矢野･小犬丸地区用地を､企業庁が土地開発公社から取得
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3)広域的位置
SPring-8までJR相生駅から
・道路距離：約20km
・路線バス：40分前後

4)工区計画

出典：播磨科学公園都市の新たなあり方協議会資料 兵庫県企業庁 令和６年11月11日
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5)第１工区土地利用現況
・工区の南北を貫く県道沿
線にクラスター開発

・第１工区の分譲利用可能
面積に対する現利用率は、
産業用地95％、住宅用地
68％、公共公益用地80％
であるが、計画人口5,100
人に対し、夜間人口は
1,243人にとどまる。

出典：播磨科学公園都市の新たなあり方協議会資料 兵庫県企業庁 令和６年11月11日
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6)主要施設

現地視察時撮影

①光都プラザ（H9建設）
・H9.7月開設。
・居住者及び従業者の日常生活ニーズに対
応するための、複合施設。

【テナント等入居者】１９者
・スーパーマーケット、・農産物直所、
・居酒屋、・フランス料理店、
・理容・美容、・住民交流コーナー、
・コミュニティスペース、・OAサース、
・学習塾、・郵便局、・歯科、・交番、
・オプトピア、
・企業庁まちづくり事務所等

※貸付可能面積2,291㎡ 、稼働面積1,354㎡、
 稼働率59.1％(R6.4月時点)

●現状
・オープンから既に20年以上経過しており、
修繕費等に費用を要している。

・長期営業店舗支援事業等の入居促進の取
り組みを実施。

出典：https://web.pref.hyogo.lg.jp/kc12/life.html
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6)主要施設

②オプトハイツ（H5建設）
・賃貸住宅4階建1棟。H5.10月入居開始
・全４０戸（単身者用２０戸、世帯用２０戸）
※入居戸数31戸・入居率77.5％（R6.9月時点）

③オプトヒルズ（H9建設）
・賃貸住宅4階建4棟。H9.4月入居開始
・８８戸（3LDK 20戸、3LDK 20戸、2DK 16戸、

1LDK 8戸、1DK 24戸）
※入居戸数67戸・入居率76.1％（R6.9月時点）

●現状
・オープンから既に20年以上経過しており、修
繕費等に費用を要している。

・学生シェアハウス、企業用社宅などニーズに
あった対応により入居率を高める取組みを実
施。

出典：
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kc03/harima.html

出典：https://web.pref.hyogo.lg.jp/kc03/harima.html
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6)主要施設

⑤光都バスセンター（R2建設）
・交通結節・交流拠点（ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ、待合
所、交流施設等）

・R3.4月供用開始。管理運営は委託。
・１日の発着数：40便
・年間乗降客数：4,531人（R5年度実績）
※乗降客以外に学生利用等あり

●現状
・利用促進策として、カフェやWi-Fiの設
置などを実施。 出典：

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kc12/harima/buscenter.html

④光都21
・豊かな自然に恵まれた西播磨の丘陵地を舞台に、先進の都市機能が融合し
た「光都21」において、建築条件付の戸建住宅用地を分譲。

出典：
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kc11/kouto21.html
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6)主要施設

・芝生広場（2.2ha）：憩いの場として無料開放。
イベント会場として有料貸出。

・キッチンカースペース
光都バスセンター、芝生広場横にキッチン

カースペースを用意。バスセンター内には待合
所もあるため、屋内での飲食等も可能。

出典：https://web.pref.hyogo.lg.jp/kc03/harima.html

⑥その他
・光都てくてくマーケット

交流促進や地域の一体感醸成を
図るとともに、新たな活動が創造
されるよう、交流・創造活動の支
援に努めており、その一環として
「光都てくてくマーケット」を開
催。農産物や飲食物の販売の他、
こどもや大人が楽しめる企画が実
施される。

光都てくてくマーケット出典：
https://web.pref.hyogo.lg.jp/kc12/harima/tekutekumarket.html
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★誘致活動
Q1：科学研究都市として、播磨科学公園都市が選定された主たる理由

誘致段階における兵庫県を含めた地元⾃治体の誘致活動や貢献

A1：当時、兵庫県が直⾯していた経済状況を踏まえ、⻄播磨地域における
⾼度技術に⽴脚した⼯業開発を促進するべく、⼈⼝規模約74万⼈、4
市10町からなる⻄播磨テクノポリス計画を策定し、国に承認を受けた。
計画策定に際しては、⺠間開発の中⽌による買収済みの丘陵地（現在
の播磨科学公園都市のある場所）が約2,000haあったため、地元⾃治体
からの要請を受けて県はこれを取得し、姫路市を⺟都市、播磨科学公
園都市を拠点都市とする計画とした。
現在のような科学公園都市となったのは、当該地が堅固な岩盤地帯
であったこと、新幹線停⾞駅（相⽣駅）と⾼速道路ＩＣ（播磨新宮Ｉ
Ｃ〔当時は計画〕）からのアクセスが良好であったことなどが功を奏
し、SPring-8の誘致に成功したことが主な理由。

雑感：播磨科学公園都市の特性・ロケーションは東北ＩＬＣと酷似。
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★事業展開上の課題
Q2：「播磨科学公園都市の新たなあり⽅協議会（R5〜）」で現状、課題、

そして今後の⽅向性が協議されている。計画⼈⼝（5,100⼈）に届かず、
第２・３⼯区への事業展開に課題があることが共有されている。計画通
りに進まなかった理由、問題点は？

A2：都市内に⽴地する研究施設や企業などに勤める就労者が居住するもの
と想定し、それに対応した計画を⽴て、多様なニーズに応じた住宅供給
を⾏うこととしたが、
①⼈⼝減少等による⼟地需要の縮⼩傾向といった社会情勢が変化
②情報通信技術の急速な進歩に伴い、都市内の勤務者が当初の想定
ほど定住しなかった、

③都市内まで鉄道が通じていない
などにより、企業誘致や宅地分譲が当初の計画通り進展しなかった。

雑感：情報通信技術の急速な進歩に伴い、職住近接需要が低減傾向にある
ことは着目すべき視点。一方で、SPring-8等の研究者は研究形態の特
性から滞在期間が長くても一週間程度ということで、東北ＩＬＣとは
特徴が違うことを認識すべきである。
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★周辺人口
Q3：播磨科学公園都市の⼈⼝（開発さ

れてからの変遷）、そのうちSpring-
8等の研究施設の関係者について教
えて下さい。

A3：データは右表とおり。
近年SPring-8の昼間⼈⼝に占める割
合が下がってきているのは、SPring-
8従事者の減員によるもの。

雑感：昼間人口はH22年度までは増加
傾向を示しているが、夜間人口の
伸び悩みは、SPring-8等の研究者
は滞在期間が長くても一週間程度
ということに関係していると想定
される。
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★周辺人口 出典：播磨科学公園都市の新たなあり方協議会資料
兵庫県企業庁 令和６年11月11日



②播磨科学公園都市：視察時の質疑応答 18

★地域の住宅開発・居住環境
Q4：⼾建て住宅⽤地の分譲事業や賃貸住宅事業の実施主体は⺠間か公共

か？また、その⼈⼝増⼤のための補助政策等はあるのか？

A4：賃貸住宅事業の実施主体については、⺠間と公共の双⽅が担っている。
⼾建て住宅⽤地の分譲事業は、公共（企業庁）が主体となり、⺠間
（住宅メーカーと地元⼯務店）と共同で実施している。
補助政策等としては、若年世代向けの購⼊⽀援、太陽光発電システム

整備助成のほか、令和７年度に創設した都市内の事業所勤務者を対象
とした購⼊⽀援などの各種インセンティブ制度により宅地分譲を推進
している。
さらに、県⽴⻄はりま天⽂台の協⼒による天体観望会の開催、⻄播磨

フロンティア祭での住宅PRブース出展、インターネットのリスティン
グ広告、居住者によるSNSを通じたまちの魅⼒発信などにより分譲を促
進している。

雑感：定住促進に向けた各種補助制度等は参考になると思われる。
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★地域の住宅開発・居住環境
Q5：賃貸住宅オプトハイツ・オプトヒルズについては、播磨科学公園都市

内勤務者等向けの賃貸住宅との位置づけであるが、周辺の賃貸相場に
対して同等なのか、あるいは補助⾦等を投⼊しているのか。

A5：家賃は近郊都市並みに設定しており、学⽣には学割制度を設けている。
また、法⼈契約の場合はルームシェアを認めている。

Q6：建築条件付の⼾建住宅⽤地の分譲を実施している「光都21」では、建
築業者を指定しているのか。周辺の分譲価格相場と⽐較して⾼く売却
できるのか。

A6：「光都21」については、住宅メーカーと地元⼯務店の計6社を共同分
譲事業者として指定している。
分譲価格は、周辺の地価公⽰価格（42,400円／㎡）に対して、現状の
分譲価格は若干高い約45,000円／㎡である。
ただし、「光都21子育て・職住近接応援支援制度」を活⽤すると、要
件に該当すれば1区画あたり最⼤550万円割引で購⼊することが可能。
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★参考:光都21の各種支援・助成制度(1/2)
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★参考:光都21の各種支援・助成制度(2/2)
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★交通
Q7：公共交通の維持とともに、新たなモビリティの実証も試みているよ

うですが（⻄播磨MaaS）、実装に⾄らない難しさは何か？

A7：地域住⺠や来訪者の移動利便性の向上や地域活性化に向けて、⻄播
磨MaaSの実証実験を⾏ったが、事業採算性の確保が厳しく、次のス
テップへ進めなかった。

雑感：多くの地域と同様に、需要が先かサービスが先かのジレンマに陥っ
ているようである。現地視察の経験からは、交通弱者にとっては都
市内の移動に必要なサービスと思われるが。
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★地域への波及効果
Q8：⼤型放射光施設Spring-8等が出来たことにより周辺に先端産業やス

タートアップ等が集まったエコシステム的な状況が⽣まれつつあるの
か？また、その実現のための⽅策等があるのか。

A8：情報通信技術の急速な進歩により、遠隔地から研究成果を活⽤できる
ことになったことで、関連企業の集積が進まず、相互連携する仕組が
形成されていない。なお、その実現に向けた具体的な取組や⽅策は策
定していない。

雑感：波及効果について明確に回答が無かったのは残念であった。

Q9：学⽣や若い世代の⾒学、科学コンテスト、イベントなどで⾝近に科
学に触れ合う環境があるかと思うが、25年程度経過し、実際に地域の
⼦どもたちへの教育的効果が顕在化している例などがあるか？例えば、
理系⼤学進学率が他の地域より⻄播磨地域は⾼いなど・・・

A9：把握していない。
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★参考 出典：播磨科学公園都市の新たなあり方協議会資料 兵庫県企業庁 令和６年11月11日
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★外国人サポート
Q10：Spring-８とSACLAに従事されている⽅々の外国籍の家族はいるのか。

いる場合はそのサポートなどについて質問する。
A10：外国籍のご家族については把握していない。また、外国⼈を対象と

した⽀援制度は特に設けていない。
雑感：研究形態の特性から、研究者の滞在期間が長くても一週間程度で、

外国人研究者が家族を同伴することはないようである。

★イベント
Q11：「⻄播磨フロンティア祭」の発⾜のきっかけは？
A11：⻄播磨地域の連携・交流の促進と播磨科学公園都市の賑わいの創出

を⽬的として、⻄播磨総合庁舎が設置された平成14年度以来、新型
コロナ禍の３年（R2〜4）を除いて毎年度開催している。
⻄播磨地域在住者を中⼼に県内各地や岡⼭県等近隣府県からの来場
者もあり、賑わいを⾒せている。

雑感：イベントは、地域の交流促進には重要なものと感じられる。
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●播磨科学公園都市は2,000haの土地の活用という側面があり、計画的に
大規模開発を進めるという思いがあった。社会経済情勢の変化により、
産業用地も住宅用地もその分譲に苦慮しており、全体3工区のうち第1工
区の開発にとどまっている。

●当初に整備された日常生活サービス複合施設（光都プラザ）、賃貸住宅
（オプトハイツ・オプトヒルズ）などは、オープンから既に20年以上経
過しており、修繕費等に費用を要している。

●東北ILCのまちづくりにおいては、まちを大きく生み出すのではなく、
小さく生み、育てていく視点が重要と再確認した。

●その際には、過年度に提案した居住環境モデルのように、地域課題解決
型で、地域のリソースの活用に配慮すべきであろう。

現地視察時撮影

サンライフ光都（県営住宅）

●東北ＩＬＣと播磨科学公園都市とでは中核研究施設の研究形態の特性に
大きな違い（研究者の滞在期間等）があることを認識すべきである。
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●現地視察において、新幹線駅（相生駅）から路線バスに向かったが、所
要時間が40分で長く感じた。東北ILCのまちづくりに向けては、新幹線駅
の一ノ関駅からの交通動線・機能の強化が望ましいと感じた。

●播磨科学公園都市では、アーバ
ンデザインガイドラインに基づ
き、快適な居住空間と優れた研
究環境が調和した市街地形成を
目指している。

●ＩＬＣの拠点整備にあたっては、
同様のガイドライン等を作成し、
拠点施設の周辺地域との調和に
配慮すべきである。

●ただ、播磨科学公園都市では看
板設置の要件が厳しいのか、看
板が少なく、各施設を沿道から
視認しにくく、拠点性を感じに
くいという問題を感じた。 現地視察時撮影
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★アーバンデザインガイドラインの考え方（主なもの）

出典：播磨科学公園都市の新たなあり方協議会資料 兵庫県企業庁 令和６年11月11日
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【訪問場所③：SPring8：施設概要】

（1）SPring-8
SPring-8は、8GeVの高エネルギー電子を
用いた世界最高水準の放射光施設であり、
物質科学、生命科学、材料科学、環境・
エネルギー分野など、極めて幅広い研究
に利用されている。
高輝度かつ安定したX線を長時間供給で
きる点が特長であり、精密な構造解析や
物性評価に強みを有している。

（2）SACLA
SACLAは、日本で開発されたX線自由電子
レーザー（XFEL）施設であり、フェムト
秒オーダーの超短パルスかつ極めて高輝
度のX線を発生させることが可能である。
従来の放射光では観測が困難であった超
高速現象や非平衡状態の解析を可能とし、
SPring-8と相互補完的な役割を果たして
いる。
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【訪問場所③：SPring8：施設概要】

（1）加速器・光源技術
両施設とも高度な加速器技術により運用されており、SPring-8では安定性と汎用性、
SACLAでは瞬間的な高輝度と時間分解能に重点が置かれている点が印象的であった。

（2）実験設備・研究分野
SPring-8では多数のビームラインを活用した多目的利用が進んでおり、産業利用も
活発である。一方、SACLAでは高度に専門化された実験ステーションにおいて、
最先端の基礎研究が展開されている。

（3）利用体制・支援
両施設とも外部利用者に対する支援体制が整備されており、研究計画立案から
実験実施まで専門スタッフのサポートを受けられる体制が構築されている。
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【訪問場所③：SACLA：施設概要】

1．SACLAとは何か
      SACLA（SPring-8 Angstrom Compact free electron LAser）は、理化学研究所が整備・運用
     する X線自由電子レーザー（XFEL）施設です。

（2）最大の特徴は、
原子サイズ（オングストローム）のX線
フェムト秒（10⁻¹⁵秒）の超短パルス
従来の放射光をはるかに上回る輝度

を同時に実現している点です。

（3）一言で言い表すと
SACLAは、

「物質や生命が“変わる瞬間”を直接観るための世界最高水準のX線レーザー施設」である。
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【訪問場所③：SPring8：ガイダンス】
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【訪問場所③：SPring8：活用例】
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【訪問場所③：SPring8：施設概略図】
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【訪問場所③：SPring8：SACLA内部（実験ホール）】
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【訪問場所③：SPring8：内部（実験ホール）】
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・大型放射光施設の中でSpring-8が勝っている点は。
世界で最も大きく、放射光とX線自由電子レーザーを同時に利用出来る世界唯一の施設です。

2029年度にSpring-8Ⅱとして供用開始予定。

【訪問場所③：SPring8：Q&A】

・施設者と利用者選定に分かれているのはなぜか。
理化学研究所はSPring-8の設置者であり、設置者自身が利用者を選定することは公平性に反することになるため、
選定業務は第三者機関が行う必要があるため。（JASRI）

・SPring8とSACLAに従事されている人数は。
研究者や技術者、事務員など合わせて約５００人が日々働いている。

・SPring8とSACLAの利用者の推移とその内訳は。
web参照 ⇒ http://www.spring8.or.jp/ja/about__us/spring8data/

・SPring8とSACLAの利用者増加施策の実施状況とその結果は。
ビームライン増加に伴い、利用者も増加。その後、自動化するなどの高速化でさらに利用者増。
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・SPring8内の研究交流施設の利用状況は。
運転期間中は利用者で満室になる。

【訪問場所③：SPring8：Q&A】

・施設や機材の省エネの他に、地域でのエネルギーマネジメントや実現に向けた課題は。
科学技術による高度化での省エネ対策は行っているが、地域としては特段なし。

・SPring8とSACLAに従事されている方の基本的な労働状況について。
基本的な勤務時間は、９時～１７時2０分ですが、研究者のほとんどは裁量労働制で研究に十分時間が割けるように
なっている。また、運転時は２４時間運転の為、シフトを組んで業務にあたっている。

・SPring8とSACLAで働いている方の住まいや通勤事情は。
職員は近隣市町村在住が多く、通勤手段は主に自動車。通勤時間は10分～１時間半程度。
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【訪問場所③：SPring8視察を通じた所感】

■ 世界最高水準の設備と研究環境

■ 専門スタッフによる手厚い支援体制

■ 活用次第で研究成果の質が飛躍的に向上
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【訪問場所③：SPring8視察を通じたまとめ】

■世界最高水準の設備と研究環境

①設備面についての印象
・圧倒的なスケール感
直径約1.4kmの蓄積リングは実際に見ると想像以上に大きく、日本の科学技術基盤の強さを実感しました。
・高度に整備されたビームライン群
多様な研究分野に対応するビームラインが体系的に整備されており、産学官の幅広い利用を支える設計になってい
ると感じました。
・精密さと安定性
ナノレベルの精度を要求される実験環境が徹底的に管理されており、世界最高水準と言われる理由を理解できまし
た。

②研究環境についての印象
・国際的な研究拠点
海外研究者との共同研究も活発で、グローバルな研究ネットワークの中心的存在であると感じました。
・産業応用への貢献
基礎研究だけでなく、電池材料、半導体、創薬など産業競争力に直結する研究が進められている点が非常に印象的
でした。
・人材の専門性の高さ
研究者・技術スタッフの専門性が非常に高く、運用体制の成熟度を感じました。

SPring-8は単なる大型装置ではなく、日本の基礎科学・応用研究を支える「国家的研究基盤」であると強く感じまし
た。同時に、次世代施設（SPring-8-IIなど）への継続的な投資と人材育成が今後の鍵になると考えられます。
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【訪問場所③：SPring8視察を通じたまとめ】

■専門スタッフによる手厚い支援体制

①高度な専門性と安心感
実験前の打ち合わせからデータ取得・解析支援まで、専門スタッフが伴走する体制が確立されており、
「世界最高水準の装置を安心して利用できる環境」が整っていると感じました。
特に、
実験条件の最適化提案
トラブル発生時の迅速対応
データ解析の助言
など、単なる装置管理にとどまらない知的支援が充実している点が印象的でした。

②産学連携を支える実務力
企業利用者に対しても、専門用語や研究背景を踏まえたサポートが行われており、
研究成果を産業応用へ橋渡しする体制が機能していると感じました。
これは、日本の研究インフラとして非常に重要な強みであると評価できます。

③国際競争力の源泉
高度な装置だけでなく、それを支える「人材」が国際競争力の根幹であることを実感しました。
研究者とスタッフが一体となって成果創出を目指す文化は、海外施設と比較しても大きな強みと言えます。

SPring-8の手厚い支援体制は、単なる「補助」ではなく、研究成果の質を高める重要な基盤であると強く感じました。
設備の先進性に加え、「人の力」が施設価値を最大化している点が最大の印象です。
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【PR施策（情報発信・誘致活動）】

A.国内外への研究・企業誘致プロモーション

B.情報発信・観光プロモーション

C.イベントを通じたPR

D.教育を通じたPR

＜発信・事業主体＞
① 兵庫県企業庁（開発者）
② 播磨科学公園都市圏域定住自立圏
（たつの市、宍粟市、上郡町、佐用町）

③ 個別施設

例：B.WEBメディア「テクノ界隈」
・定住自立圏事業として構築・運営
・エリアを「テクノ」と呼び、共同PR事業を展開
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例：C.西播磨フロンティア祭
・県が主導して開催
・西播磨総合庁舎が地区内に整備された平成
14年以降より開催
・“科学”×“近未来”を感じさせる企画・体験を
用意。Spring8や兵庫県立大学との連携
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例：D．SPring-8夏・秋の学校
＜SPring-8夏の学校＞
• 目的： 次世代の放射光利用研究者の発掘と育成
• 経緯： 2001年より毎年開校
• 内容： SPring-8で活躍する最前線の研究者による講義と実習を組み合わせ

- 放射光の原理と利用研究の基礎を学ぶ
- 放射光を使う実習によって最先端の実験を体験
- SACLAについても学ぶ

• 対象： 大学院修士（博士前期）課程の学生
• 主催： 兵庫県立大学理学部・大学院理学研究科、関西学院大学理学部・工学部・生命環境学部・大学院理工学研究科、岡山大学、大阪大

学蛋白質研究所／核物理研究センター／大阪大学・理化学研究所科学技術融合研究センター、茨城大学大学院理工学研究科、東京大学シン
クロトロン放射光連携研究機構、島根大学、理化学研究所 放射光科学研究センター、日本原子力研究開発機構 物質科学研究センター、量子
科学技術研究開発機構 関西光量子科学研究所、（公財）高輝度光科学研究センター（JASRI）

＜SPring-8秋の学校＞
※夏の学校とほぼ同内容、2018年より
• 対象： 大学３年生講義レベル理解者

（社会人も対象）
【参加者実績】
夏の学校：2025.7.6～9（83名参加）
秋の学校：2025.9.7～10（56名参加）
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例：D．兵庫県立大学のイベント事業

＜夏のリコチャレ＞
• 女子中学生を対象に、理工系分野に興味・関心を持ってもらう

ことなどを目的として、研究室見学、模擬実験、交流会を実施
• R７年度：たつの市内在住・在学の女子中学生12名が参加

＜サイエンスカフェ＞
• 小・中・高校生､保護者を対象にサイエンスの楽しさを経験して

もらうことを目的に開催
• R7年度：R7．11．1開催。参加者68名

＜Spring８との連携＞
• SPring-8夏・秋の学校への教員・講師派遣
• SPring-8敷地内に放射光研究拠点を整備し、
学生をはじめ県内外の関係機関の研究者等と
連携した研究のｽﾍﾟｰｽ、実験装置の保管、直前組立や
打合せ等のｽﾍﾟｰｽとして活用する など
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【整備効果】

・ 計画人口5,100人に昼間人口は達してい
るが、夜間人口は、1,100名程度に停滞
・ 住宅、産業用地と様々なインセンティブ施
策を講じている。住宅地分譲数は停滞、産業
用地は概ね完売
⇒ 定住が進んでいないのが課題
（要因）
・周辺都市から自動車通勤可能
・交通アクセス（公共交通） など

分譲区画数の推移（累計） 宅地分譲数の推移（累計）

人口推移
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【整備効果】 ※播磨科学公園都市の新たなあり方検討協議会（兵庫県、第1回資料令和6年11月11日より）



ILC契機のまちづくり研究に係わる情報発信 48

＜概要＞

・ILCを契機としたまちづくりについて、当共同研究を含めた地元地域における取り組みを紹
介する動画を制作する。
・動画の対象は、一般人（高校生以上）とし、ILC建設が地域社会にもたらす影響などを分かり
やすく紹介する。ILC事業および地域での取り組みについて広く知り、関心を持ってもらうこ
とを目的とする。

長さ：4分32秒
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